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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユニット本体と、高分子アクチュエータを有するカートリッジと、を備えたアクチュエ
ータユニットであって、
　前記ユニット本体は、
　　前記カートリッジを収納する収納部を有する筐体と、
　　前記高分子アクチュエータの動作によって前記筐体と独立に駆動する被駆動部と、を
有し、
　前記カートリッジは、
　　前記高分子アクチュエータを支持するフレーム部を有し、
　前記カートリッジは、前記ユニット本体に対して着脱自在に設けられたことを特徴とす
るアクチュエータユニット。
【請求項２】
　前記筐体は、前記収納部と連通する開口部を有し、
　前記カートリッジは、前記開口部を介して前記ユニット本体に抜き差し可能に設けられ
た、請求項１記載のアクチュエータユニット。
【請求項３】
　前記筐体は、前記カートリッジの前記収納部への収納動作と連動して前記高分子アクチ
ュエータを前記被駆動部へ押圧する押圧機構を有する、請求項２記載のアクチュエータユ
ニット。
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【請求項４】
　前記筐体は、前記収納部を覆う開閉可能な蓋部を有する、請求項１記載のアクチュエー
タユニット。
【請求項５】
　前記筐体は、前記カートリッジを前記収納部へ収納した状態で前記蓋部を閉じた際に、
前記高分子アクチュエータを前記被駆動部の方向へ付勢する付勢機構を有する、請求項４
記載のアクチュエータユニット。
【請求項６】
　前記高分子アクチュエータは、複数の可動片を有する可動領域を有し、
　前記被駆動部は、前記可動領域の前記複数の可動片のそれぞれによって駆動する複数の
被駆動体を有する、請求項１～５のいずれか１つに記載のアクチュエータユニット。
【請求項７】
　前記フレーム部には、複数の前記可動領域が配置される、請求項６記載のアクチュエー
タユニット。
【請求項８】
　前記カートリッジが前記筐体の前記収納部に収納された状態で、前記複数の可動片は前
記フレーム部の表面に対して斜めに位置するよう設けられる、請求項６または７に記載の
アクチュエータユニット。
【請求項９】
　前記複数の被駆動体の突出の組み合わせによって点字が構成される、請求項６～８のい
ずれか１つに記載のアクチュエータユニット。
【請求項１０】
　前記フレーム部は、
　　前記高分子アクチュエータへ通電するための配線パターンと、
　　前記配線パターンと導通する第１接続端子と、を有し、
　前記筐体は、前記収納部内に設けられ、前記カートリッジが前記収納部に収納された状
態で前記第１接続端子と接触する第２接続端子を有する、請求項１～９のいずれか１つに
記載のアクチュエータユニット。
【請求項１１】
　前記高分子アクチュエータは、イオンの分極によって変位するイオン導電性高分子アク
チュエータである、請求項１～１０のいずれか１つに記載のアクチュエータユニット。
【請求項１２】
　前記フレーム部は、
　　第１フレーム部材と、
　　第２フレーム部材と、を有し、
　前記高分子アクチュエータは、前記第１フレーム部材と前記第２フレーム部材との間で
挟持される、請求項１～１１のいずれか１つに記載のアクチュエータユニット。
【請求項１３】
　前記第１フレーム部材と前記第２フレーム部材との間に双方の位置決めを行う位置決め
部が設けられた、請求項１２記載のアクチュエータユニット。
【請求項１４】
　高分子アクチュエータと、
　前記高分子アクチュエータを支持するフレーム部と、を備え、
　前記高分子アクチュエータにより駆動される被駆動部を備えず、
　ユニット本体に着脱自在に設けられることを特徴とする高分子アクチュエータを備えた
カートリッジ。
【請求項１５】
　前記高分子アクチュエータは、複数の可動片を有する可動領域を有し、
　前記フレーム部は、前記複数の可動片を片持ち状に支持する、請求項１４記載の高分子
アクチュエータを備えたカートリッジ。
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【請求項１６】
　開口を有する第１フレーム部材の上に高分子アクチュエータ膜を形成する工程と、
　前記開口を跨ぐ前記高分子アクチュエータ膜の一部を切り取り、前記開口から前記高分
子アクチュエータ膜の残った一部が片持ち状に延出する可動片を形成する工程と、
　前記第１フレーム部材の上に開口を有する第２フレーム部材を配置し、前記第１フレー
ム部材と前記第２フレーム部材との間で前記可動片を支持する工程と、
　を備えたことを特徴とする高分子アクチュエータの製造方法。
【請求項１７】
　前記第１フレーム部材および前記第２フレーム部材の少なくとも一方に、前記可動片と
導通する配線パターンを形成する工程をさらに備えた、請求項１６記載の高分子アクチュ
エータの製造方法。
【請求項１８】
　前記第１フレーム部材および前記第２フレーム部材の少なくともの一方に、前記配線パ
ターンと導通する接続端子を形成する工程をさらに備えた、請求項１７記載の高分子アク
チュエータの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクチュエータユニット、高分子アクチュエータを備えたカートリッジおよ
び高分子アクチュエータの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、電気活性高分子（ＥＡＰ）と呼ばれる誘電体エラストマ材料を用いた
トランスデューサを採用するデバイスが開示される。トランスデューサはハウジングに取
り外し可能に設けられる。電気活性高分子は、少なくとも１個の電気活性高分子カートリ
ッジを備える。また、電気活性高分子カートリッジは、誘電性エラストマ層を含む電気活
性高分子フィルムを備える。ハウジングは、電子メディアデバイスの出力ポートに分離可
能に結合されるようになっている少なくとも１つのメディアデバイスコネクタを含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２０１３－５１９１５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のカートリッジでは、取り外し可能であって、デバイスによって異
なった特徴（振動などの感覚）を得ることはできるものの、カートリッジの交換を容易に
行うことができる構成にはなっていない。特に、視覚障害者が使用するデバイスでは、カ
ートリッジ交換の容易性は必須である。また、従来のカートリッジでは、被駆動部を精度
良く駆動することができないという課題もある。
【０００５】
　本発明は、カートリッジの交換が容易にできるとともに、被駆動部を精度良く駆動する
ことができるアクチュエータユニット、高分子アクチュエータを備えたカートリッジおよ
び高分子アクチュエータの製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明は、ユニット本体と、高分子アクチュエータを有する
カートリッジと、を備えたアクチュエータユニットであって、ユニット本体は、カートリ
ッジを収納する収納部を有する筐体と、高分子アクチュエータの動作によって駆動する被
駆動部と、を有し、カートリッジは、高分子アクチュエータを支持するフレーム部を有し
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、カートリッジは、ユニット本体に対して着脱自在に設けられたことを特徴とする。
【０００７】
　このような構成によれば、高分子アクチュエータを支持するフレーム部をユニット本体
の筐体に抜き差しすることで、カートリッジを容易に着脱することができる。
【０００８】
　本発明のアクチュエータユニットにおいて、筐体は、収納部と連通する開口部を有し、
カートリッジは、開口部を介してユニット本体に抜き差し可能に設けられていてもよい。
これにより、カートリッジを筐体の開口部を介して差し込むことで筐体内の収納部へ配置
することができる。
【０００９】
　本発明のアクチュエータユニットにおいて、筐体は、カートリッジの収納部への収納動
作と連動して高分子アクチュエータを被駆動部へ押圧する押圧機構を有していてもよい。
これにより、カートリッジを収納部へ収納する際には被駆動部が邪魔にならず、収納した
後に押圧機構によって高分子アクチュエータと被駆動部とを確実に接触させることができ
る。
【００１０】
　本発明のアクチュエータユニットにおいて、筐体は、収納部を覆う開閉可能な蓋部を有
していてもよい。また、筐体は、カートリッジを収納部へ収納した状態で蓋部を閉じた際
に、高分子アクチュエータを被駆動部の方向へ付勢する付勢機構を有していてもよい。こ
れにより、蓋を開けてカートリッジを筐体の収納部に収納し、その後、蓋を閉めるだけで
高分子アクチュエータと被駆動部とを確実に接触させることができる。
【００１１】
　本発明のアクチュエータユニットにおいて、高分子アクチュエータは、複数の可動片を
有する可動領域を有し、被駆動部は、可動領域の複数の可動片のそれぞれによって駆動す
る複数の被駆動体を有していてもよい。また、フレーム部には、複数の可動領域が配置さ
れていてもよい。これにより、１つの可動領域内で複数の可動片を駆動することができる
。
【００１２】
　本発明のアクチュエータユニットにおいて、カートリッジが筐体の収納部に収納された
状態で、複数の可動片はフレーム部の表面に対して斜めに位置するよう設けられていても
よい。また、複数の被駆動体の突出の組み合わせによって点字が構成されるようになって
いてもよい。複数の可動片がフレーム部の表面に対して斜めに位置するよう設けられるこ
とで、各可動片と被駆動部とを確実に接触させて、被駆動部を精度良く駆動することがで
きるようになる。また、複数の可動片によって複数の駆動体を駆動させて、点字を構成す
ることができる。
【００１３】
　本発明のアクチュエータユニットにおいて、フレーム部は、高分子アクチュエータへ通
電するための配線パターンと、配線パターンと導通する第１接続端子と、を有し、筐体は
、収納部内に設けられ、カートリッジが収納部に収納された状態で第１接続端子と接触す
る第２接続端子を有していてもよい。これにより、カートリッジを収納部に収納すること
によって、第１接続端子と第２接続端子との接触によって確実な導通を得ることができる
。
【００１４】
　本発明のアクチュエータユニットにおいて、高分子アクチュエータは、イオンの分極に
よって変位するイオン導電性高分子アクチュエータであってもよい。これにより、イオン
の分極による変位によって被駆動部を制度良く駆動することができるようになる。
【００１５】
　本発明のアクチュエータユニットにおいて、フレーム部は、第１フレーム部材と、第２
フレーム部材と、を有し、高分子アクチュエータは、第１フレーム部材と第２フレーム部
材との間で挟持されるようになっていてもよい。また、第１フレーム部材と第２フレーム
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部材との間に双方の位置決めを行う位置決め部が設けられていてもよい。これにより、薄
板状のカートリッジを構成することができる。
【００１６】
　本発明の高分子アクチュエータを備えたカートリッジは、高分子アクチュエータと、高
分子アクチュエータを支持するフレーム部と、を備え、ユニット本体に着脱自在に設けら
れることを特徴とする。このような構成によれば、ユニット本体に対して着脱自在のカー
トリッジを構成でき、高分子アクチュエータを容易に交換することができるようになる。
【００１７】
　本発明の高分子アクチュエータを備えたカートリッジにおいて、高分子アクチュエータ
は、複数の可動片を有する可動領域を有し、フレーム部は、複数の可動片を片持ち状に支
持するようになっていてもよい。
【００１８】
　本発明の高分子アクチュエータの製造方法は、開口を有する第１フレーム部材の上に高
分子アクチュエータ膜を形成する工程と、開口を跨ぐ高分子アクチュエータ膜の一部を切
り取り、開口から高分子アクチュエータ膜の残った一部が片持ち状に延出する可動片を形
成する工程と、第１フレーム部材の上に開口を有する第２フレーム部材を配置し、第１フ
レーム部材と第２フレーム部材との間で可動片を支持する工程と、を備えたことを特徴と
する。このような構成によれば、片持ち状の可動片を有する高分子アクチュエータを容易
に製造することができる。
【００１９】
　本発明の高分子アクチュエータの製造方法において、第１フレーム部材および第２フレ
ーム部材の少なくとも一方に、可動片と導通する配線パターンを形成する工程をさらに備
えていてもよい。また、第１フレーム部材および第２フレーム部材の少なくともの一方に
、配線パターンと導通する接続端子を形成する工程をさらに備えていてもよい。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、カートリッジの交換が容易にできるとともに、被駆動部を精度良く駆
動することができるアクチュエータユニット、高分子アクチュエータを備えたカートリッ
ジおよび高分子アクチュエータの製造方法を提供することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本実施形態に係るアクチュエータユニットの構造を例示する模式斜視図である。
【図２】（ａ）および（ｂ）は、カートリッジの構造を例示する模式図である。
【図３】（ａ）および（ｂ）は可動片の他の取り付け構造を示す模式図である。
【図４】（ａ）および（ｂ）は、可動片によるピンの駆動状態を例示する模式断面図であ
る。
【図５】（ａ）および（ｂ）は、可動片の角度について例示する模式図である。
【図６】（ａ）および（ｂ）は、カートリッジの接続端子を例示する模式図である。
【図７】（ａ）および（ｂ）は、カートリッジと筐体との導通構造を例示する模式断面図
である。
【図８】（ａ）および（ｂ）は、押圧機構を例示する模式断面図である。
【図９】（ａ）および（ｂ）は、蓋型の筐体を例示する模式斜視図である。
【図１０】（ａ）および（ｂ）は、付勢機構を例示する模式断面図である。
【図１１】（ａ）および（ｂ）は、可動片への導通構造を例示する模式断面図である。
【図１２】（ａ）～（ｃ）は、高分子アクチュエータの製造方法を例示する模式平面図で
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。なお、以下の説明では、同一の部
材には同一の符号を付し、一度説明した部材については適宜その説明を省略する。
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【００２３】
（アクチュエータユニットの構造）
　図１は、本実施形態に係るアクチュエータユニットの構造を例示する模式斜視図である
。
　図１に示すように、本実施形態に係るアクチュエータユニット１は、ユニット本体１０
と、カートリッジ２０とを備える。アクチュエータユニット１は、ユニット本体１０の筐
体１１に、高分子アクチュエータ２２を有するカートリッジ２０を収納して使用するもの
で、カートリッジ２０を容易に交換することができる構造になっている。
【００２４】
　ユニット本体１０は、筐体１１と、被駆動部１２とを有する。筐体１１は、カートリッ
ジ２０を収納する収納部１１０を有する。収納部１１０は、カートリッジ２０のフレーム
部２１を収納可能な空間を有する。筐体１１の例えば側面には収納部１１０と連通する開
口部１２０が設けられ、この開口部１２０を介してカートリッジ２０を筐体１１の収納部
１１０内に差し込むことができるようになっている。
【００２５】
　被駆動部１２は、筐体１１の例えば上面に設けられる。被駆動部１２は、カートリッジ
２０の高分子アクチュエータ２２の動作によって駆動する。カートリッジ２０および高分
子アクチュエータ２２の詳細は後述する。
【００２６】
　本実施形態では、アクチュエータユニット１の一例として、点字を生成するデバイスに
適用した例を説明する。被駆動部１２は、点字を構成するための複数のピン（被駆動体）
Ｐを有する。１つの被駆動領域Ｒには複数のピンＰが配置されており、各ピンＰは高分子
アクチュエータ２２の動作に応じて突出することになる。
【００２７】
　図１に示す例では、４つの被駆動領域Ｒが筐体１１の上面に並置されている。１つの被
駆動領域Ｒによって１つの文字を構成する。１つの被駆動領域Ｒには、例えば横２列、縦
３列の６つのピンＰが配置されている。この６つのピンＰの突出の組み合わせによって点
字が構成される。
【００２８】
　それぞれのピンＰの突出動作は、高分子アクチュエータ２２の動作によって行われる。
すなわち、カートリッジ２０の高分子アクチュエータ２２が駆動源となって被駆動部１２
であるピンＰを上下移動させる。
【００２９】
　駆動源である高分子アクチュエータ２２には、イオンの分極によって変位するイオン導
電性高分子アクチュエータが用いられる。高分子アクチュエータ２２は、電解質層を一対
の電極層で挟んだ積層構造膜である。一対の電極層に電圧を印加することでイオン分極に
よって積層構造膜を一方向に湾曲させることができる。
【００３０】
　イオン導電性高分子アクチュエータは有機化学系のアクチュエータであり、静電・圧電
・電磁作用を用いる無機系のアクチュエータに比べて寿命が短いと言われている。このた
め、所定の使用時間を経過して寿命に達した場合、カートリッジ２０を交換することで、
新しい高分子アクチュエータ２２を装着して再びアクチュエータユニット１を使用できる
ようになる。
【００３１】
　本実施形態では、高分子アクチュエータ２２を備えたカートリッジ２０をユニット本体
１０の筐体１１に対して抜き差しするだけの簡単な操作で交換を行うことができる。した
がって、ユーザは電池交換を行うような簡単な操作でカートリッジ２０を取り替えること
ができる。特に、点字を利用するユーザは視覚障害を有していることが多い。このため、
カートリッジ２０の交換作業に複雑な操作を伴わず、簡単に行うことができることは、点
字デバイスにとって非常に重要である。
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【００３２】
　本実施形態に係るアクチュエータユニット１では、カートリッジ２０を筐体１１の収納
部１１０に収納することで、高分子アクチュエータ２２が被駆動部１２の下方にセットさ
れる。高分子アクチュエータ２２の下方からの動作によって、被駆動部１２のピンＰが上
下動することになる。高分子アクチュエータ２２を動作させるには、高分子アクチュエー
タ２２に所定の電圧を印加する。高分子アクチュエータ２２に印加する電圧を制御する制
御部（図示せず）は、ユニット本体１０またはカートリッジ２０に設けられる。
【００３３】
（カートリッジの構造）
　図２（ａ）および（ｂ）は、カートリッジの構造を例示する模式図である。
　図２（ａ）にはカートリッジ２０の平面図が示される。図２（ｂ）にはカートリッジ２
０の分解組み立て斜視図が示される。
　図２（ａ）に示すように、カートリッジ２０は、薄板状のフレーム部２１と、フレーム
部２１に支持される高分子アクチュエータ２２と、フレーム部２１の端部に設けられた把
持部２３とを備える。
【００３４】
　フレーム部２１には開口が設けられ、この開口に向けて高分子アクチュエータ２２の可
動片２２０が片持ち状に支持される。本実施形態ではフレーム部２１に複数の開口が設け
られる。各開口には複数の可動片２２０が設けられる。高分子アクチュエータ２２は、１
つの開口に対して設けられた複数の可動片２２０によって構成される可動領域Ｓを有する
。本実施形態では、筐体１１に設けられた４つの被駆動領域Ｒに対応して４つの可動領域
Ｓが設けられる。１つ可動片２２０は、１つのピンＰを駆動させる駆動源となる。
【００３５】
　図２（ｂ）に示すように、フレーム部２１は上側フレーム部材２１１と、下側フレーム
部材２１２とを備える。上側フレーム部材２１１は例えば第１フレーム部材であり、下側
フレーム部材２１２は例えば第２フレーム部材である。上側フレーム部材２１１および下
側フレーム部材２１２には、例えばポリイミドやＰＥＴ（Polyethylene Terephthalate）
が用いられる。高分子アクチュエータ２２の複数の可動片２２０は、上側フレーム部材２
１１と下側フレーム部材２１２との間で挟持される。上側フレーム部材２１１と下側フレ
ーム部材２１２との間に双方の位置決めを行う位置決め部が設けられていてもよい。
【００３６】
　筐体１１に設けられた１つの被駆動領域Ｒに６つのピンＰが配置されている場合、１つ
の可動領域Ｓには６つのピンＰの配置に対応した６つの可動片２２０が設けられる。例え
ば、略長方形の開口の対向する２つ短辺から各２つの可動片２２０が向かい合うように延
出し、対向する２つの長辺から各１つの可動片２２０が向かい合うように延出する。長辺
から延出する可動片２２０は、高密度化の観点から長辺に対して斜めに延出するよう設け
られる。
【００３７】
　可動片２２０の固定端側は上側フレーム部材２１１と下側フレーム部材２１２との間で
挟持されていてもよいが、１つのフレーム部材に取り付けられていてもよい。図３（ａ）
および（ｂ）には可動片２２０の他の取り付け構造が示される。図３（ａ）には模式平面
図が示され、図３（ｂ）には模式断面図が示される。
【００３８】
　図３（ａ）および（ｂ）に示す可動片２２０の取り付け構造では、１つのフレーム部材
２１０に設けられた切り欠き部２１０ａに可動片２２０の固定端側を配置し、接着剤２１
０ｂによって固定した構造である。フレーム部材２１０に配線パターンが形成されている
場合には、接着剤２１０ｂとして導電性接着剤を用い、配線パターンと可動片２２０との
導通を得る。
【００３９】
　図４（ａ）および（ｂ）は、可動片によるピンの駆動状態を例示する模式断面図である
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。
　カートリッジ２０を筐体１１の収納部１１０に収納すると、図４（ａ）に示すように、
ピンＰの下方に可動片２２０の先端部分が配置されるようになる。ピンＰは筐体１１の穴
内に進退可能に配置される。ピンＰにはフランジが設けられており、筐体１１の穴から下
方に落下しないようになっている。筐体１１に複数の被駆動領域Ｒおよび複数のピンＰが
設けられている場合、各被駆動領域Ｒに対応してカートリッジ２０の各可動領域Ｓが配置
され、各ピンＰの下方に各可動片２２０が配置される。
【００４０】
　可動片２２０に電圧が印加されると、可動片２２０の先端側が上方に湾曲する。これに
より、図４（ｂ）に示すように、可動片２２０の上方への湾曲によってピンＰが上に押し
上げられる。一方、可動片２２０の先端部分が元の位置に戻ると、突出したピンＰが下が
ることになる。１つの被駆動領域Ｒの６つのピンＰは、１つの可動領域Ｓの６つの可動片
２２０によって突出の組み合わせが制御される。これにより、点字が構成される。
【００４１】
　図５（ａ）および（ｂ）は、可動片の角度について例示する模式図である。
　可動片２２０は、フレーム部２１の表面に対して斜めに位置するよう設けられていても
よい。図５（ａ）に示す例では、カートリッジ２０を筐体１１に収納した状態で、筐体１
１側に設けられた突起部１１８によって可動片２２０が斜め上に押し上げられている。
【００４２】
　図５（ｂ）に示す例では、フレーム部２１の可動片２２０の付け根部分の下側に補強板
２１５が設けられる。補強板２１５には角度が付けられており、これによって可動片２２
０がフレーム部２１の表面に対して斜めに位置するようになっている。いずれの例におい
ても、フレーム部２１の表面に対する可動片２２０の角度は、１５度以上６０度以下程度
が好ましい。これにより、可動片２２０の先端側がピンＰに確実に接触するため、可動片
２２０の動作がピンＰに伝わりやすくなる。これにより、ピンＰを精度良く駆動できるよ
うになる。
【００４３】
　図６（ａ）および（ｂ）は、カートリッジの接続端子を例示する模式図である。
　図６（ａ）にはフレーム部２１の端部に第１接続端子としてコネクタ４０が設けられた
例が示される。カートリッジ２０のフレーム部２１の表面には配線パターン４５が設けら
れ、フレーム部２１の把持部２３とは反対側の端部にはコネクタ４０が設けられる。配線
パターン４５は、コネクタ４０と各可動片２２０との間の導通を得るため、フレーム部２
１の表面に引き回される。
【００４４】
　図６（ｂ）にはフレーム部２１の表面に第１接続端子としてコンタクト部４１が設けら
れた例が示される。コンタクト部４１はフレーム部２１の表面の複数箇所に設けられてい
てもよい。コンタクト部４１には複数のコンタクトパッドが設けられる。コンタクト部４
１の各コンタクトパッドと各可動片２２０との間は配線パターン４５によって接続される
。
【００４５】
　図７（ａ）および（ｂ）は、カートリッジと筐体との導通構造を例示する模式断面図で
ある。この導通構造は、図６（ａ）に示すコネクタ４０が設けられたカートリッジ２０と
筐体１１との導通構造である。
　図７（ａ）にはカートリッジ２０を筐体１１に挿入する前の状態が示され、図７（ｂ）
にはカートリッジ２０を筐体１１に挿入した状態が示される。
【００４６】
　筐体１１の収納部１１０における開口部１２０とは反対側には第２接続端子として受け
側コネクタ５０が設けられる。図７（ｂ）に示すように、筐体１１の開口部１２０からカ
ートリッジ２０を差し込み、収納部１１０の奥まで押し込むと、カートリッジ２０のフレ
ーム部２１に設けられたコネクタ４０が、収納部１１０の受け側コネクタ５０に差し込ま
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れる。これにより、筐体１１側に設けられた制御部（図示せず）から与えられる電圧が、
受け側コネクタ５０、コネクタ４０および配線パターン４５を介して可動片２２０に伝え
られる。
【００４７】
　図８（ａ）および（ｂ）は、押圧機構を例示する模式断面図である。
　この押圧機構は、図６（ｂ）に示すコンタクト部４１が設けられたカートリッジ２０と
筐体１１との導通構造として適用してもよい。
　図８（ａ）にはカートリッジ２０を筐体１１に挿入した途中の状態が示され、図８（ｂ
）にはカートリッジ２０を筐体１１に挿入完了した状態が示される。
【００４８】
　筐体１１には、押圧機構６０が設けられる。押圧機構６０は、バネＢ１によって上方に
付勢される押圧プレート６１と、押圧プレート６１に設けられた押圧ピン５１と、バネＢ
２によって付勢されるロック用爪６２と、プッシュ機構６３とを備える。
【００４９】
　図８（ａ）に示すように、カートリッジ２０を筐体１１に挿入する際には、押圧プレー
ト６１は下げられた状態でロック用爪６２によって固定される。これにより、カートリッ
ジ２０を挿入するための広い空間が確保され、カートリッジ２０を筐体１１の開口部１２
０から容易に差し込むことができる。
【００５０】
　図８（ｂ）に示すように、カートリッジ２０を筐体１１の奥まで差し込むと、カートリ
ッジ２０の把持部２３がプッシュ機構６３に当接して、プッシュ機構６３を押し込む状態
になる。プッシュ機構６３が押し込まれるとバネＢ２の付勢力に打ち勝ってロック用爪６
２が回転し、押圧プレート６１のロックが解除される。ロック用爪６２が外れると、押圧
プレート６１はバネＢ１の付勢力によって上側に持ち上げられる。これにより、カートリ
ッジ２０は押圧プレート６１の押圧ピン５１と、筐体１１に設けられたコンタクトピン５
２との間で挟持される。
【００５１】
　コンタクトピン５２がカートリッジ２０に接触することで、コンタクトピン５２と例え
ばコンタクト部４１とが接触する状態となる。これにより、例えば筐体１１側に設けられ
た制御部（図示せず）から与えられる電圧が、コンタクトピン５２、コンタクト部４１お
よび配線パターン４５を介して可動片２２０に伝えられる。
【００５２】
　一方、カートリッジ２０を筐体１１から抜き出すと、ロック用爪６２がバネＢ２の付勢
力によって回転し、押圧プレート６１を押し下げることになる。これにより、押圧ピン５
１とコンタクトピン５２との間が拡がり、カートリッジ２０を容易に取り出すことができ
る。
【００５３】
　図９（ａ）および（ｂ）は、蓋型の筐体を例示する模式斜視図である。
　図９（ａ）にはカートリッジ２０を収納する前の状態が示され、図９（ｂ）にはカート
リッジ２０を収納した状態が示される。蓋型の筐体１１は、ベース部１１５と、ベース部
１１５に設けられた収納部１１０を覆う開閉可能な蓋部１１６とを有する。ベース部１１
５の収納部１１０には位置決めピン１１５ａが設けられる。
【００５４】
　図９（ｂ）に示すように、カートリッジ２０は蓋部１１６を開いた状態でベース部１１
５の収納部１１０に配置される。カートリッジ２０には位置決めピン１１５ａが挿入され
る穴２０ａが設けられる。この穴２０ａに位置決めピン１１５ａを挿入することでカート
リッジ２０が収納部１１０の所定位置に確実にセットされる。カートリッジ２０を収納し
た後は、蓋部１１６を閉める。蓋部１１６を閉めることで、カートリッジ２０の各可動片
２２０への電気的な導通が行われる。
【００５５】
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　図１０（ａ）および（ｂ）は、付勢機構を例示する模式断面図である。
　付勢機構７０は、蓋型の筐体１１のベース部１１５に設けられる。図１０（ａ）にはカ
ートリッジ２０を収納して蓋部１１６を閉める前の状態が示され、図１０（ｂ）には蓋部
１１６を閉めた状態が示される。
【００５６】
　付勢機構７０は、バネＢ３によって上方に付勢される押圧プレート７１と、押圧プレー
ト７１に設けられた押圧ピン７２とを備える。押圧プレート７１には位置決めピン１１５
ａが設けられる。蓋部１１６には被駆動体であるピンＰが設けられる。また、蓋部１１６
の裏面にはコンタクトピン７３が設けられる。
【００５７】
　図１０（ａ）に示すように、カートリッジ２０は押圧プレート７１の上に載置される。
押圧プレート７１に設けられた位置決めピン１１５ａをカートリッジ２０の穴２０ａに挿
入することで、カートリッジ２０の位置決めが行われる。カートリッジ２０は押圧ピン７
２の上で支持される。
【００５８】
　図１０（ｂ）に示すように、蓋部１１６を閉めると、蓋部１１６の裏面に設けられたコ
ンタクトピン７３がカートリッジ２０に当接し、上からカートリッジ２０を押さえ込む。
これによりバネＢ３の付勢力に打ち勝って押圧プレート７１が下げられる。蓋部１１６を
完全に閉めた状態では、カートリッジ２０は押圧プレート７１の押圧ピン７２と、蓋部１
１６の裏面に設けられたコンタクトピン７３との間で挟持される。また、被駆動体である
ピンＰの直下にカートリッジ２０の高分子アクチュエータ２２の可動片２２０が配置され
る。
【００５９】
　コンタクトピン７３がカートリッジ２０に接触することで、コンタクトピン７３と例え
ばコンタクト部４１とが接触する状態となる。これにより、例えば筐体１１側に設けられ
た制御部（図示せず）から与えられる電圧が、コンタクトピン７３、コンタクト部４１お
よび配線パターン４５を介して可動片２２０に伝えられる。可動片２２０が湾曲すること
で、ピンＰが押し上げられる。
【００６０】
　図１１（ａ）および（ｂ）は、可動片への導通構造を例示する模式断面図である。
　図１１（ａ）には、カートリッジ２０のフレーム部２１に配線パターン４５が設けられ
ている場合の導通構造が示される。この導通構造では、押圧ピン５１、７２およびコンタ
クトピン５２、７３が導電材料（例えば、金属やカーボン）で形成される。押圧ピン５１
、７２とコンタクトピン５２、７３との間でカートリッジ２０が挟持されると、押圧ピン
５１、７２と下側フレーム部材２１２側の配線パターン４５との導通が得られ、コンタク
トピン５２、７３と上側フレーム部材２１１側の配線パターン４５との導通が得られる。
【００６１】
　図１１（ａ）に示す接続構造では、フレーム部２１の上下からカートリッジ２０を確実
に保持できるとともに、押圧ピン５１、７２およびコンタクトピン５２、７３と配線パタ
ーン４５との確実な導通を得ることができる。
【００６２】
　図１１（ｂ）には、筐体１１側に配線パターン４５が設けられている場合の導通構造が
示される。この導通構造では、下側の筐体１１の配線パターン４５と押圧ピン５１、７２
とが導通し、上側の筐体１１の配線パターン４５とコンタクトピン５２、７３とが導通し
ている。押圧ピン５１、７２とコンタクトピン５２、７３との間でカートリッジ２０が挟
持されると、押圧ピン５１、７２と可動片２２０の下側の電極層との導通が得られ、コン
タクトピン５２、７３と可動片２２０の上側の電極層との導通が得られる。
【００６３】
　図１１（ｂ）に示す導通構造では、カートリッジ２０側に配線パターン４５を設ける必
要はない。
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【００６４】
（高分子アクチュエータの製造方法）
　次に、本実施形態に係る高分子アクチュエータの製造方法について説明する。
　図１２（ａ）～（ｃ）は、高分子アクチュエータの製造方法を例示する模式平面図であ
る。なお、説明の便宜上、図１２には１つの可動領域Ｓに対応した高分子アクチュエータ
の製造方法のみを示す。本実施形態に係る高分子アクチュエータの製造方法では、フレー
ム部２１の開口に複数の可動片２２０が延出した構成を容易に形成することができる。
【００６５】
　先ず、図１２（ａ）に示すように、開口を有する下側フレーム部材２１２の上に高分子
アクチュエータ膜２２Ｍを形成する。高分子アクチュエータ膜２２Ｍは上下の電極層の間
に電解質層が挟持された積層構造膜である。高分子アクチュエータ膜２２Ｍは下側フレー
ム部材２１２の開口を跨ぐように形成される。
【００６６】
　次に、図１２（ｂ）に示すように、下側フレーム部材２１２の開口を跨ぐ高分子アクチ
ュエータ膜２２Ｍの一部を切り取り、開口から高分子アクチュエータ膜２２Ｍの残った一
部が片持ち状に延出する可動片２２０を形成する。ここでは、先ず可動片２２０となる片
持ち状の部分を残すように高分子アクチュエータ膜２２Ｍの切断を行う。切断は、例えば
レーザ加工によって行われる。
【００６７】
　次に、図１２（ｃ）に示すように、下側フレーム部材２１２の開口の外側にある高分子
アクチュエータ膜２２Ｍの一部を切断する。この切断によって、各可動片２２０の電気的
な導通状態が分離されることになる。その後、上側フレーム部材２１１を重ね合わせる。
これにより、下側フレーム部材２１２の開口から複数の可動片２２０が片持ち状に延出す
る高分子アクチュエータ２２が完成する。
【００６８】
　なお、このような高分子アクチュエータ２２の製造方法において、上側フレーム部材２
１１および下側フレーム部材２１２の少なくとも一方に、可動片２２０と導通する配線パ
ターン４５を形成する工程をさらに備えていてもよい。また、上側フレーム部材２１１お
よび下側フレーム部材２１２の少なくとも一方に、配線パターン４５と導通する接続端子
（コネクタ４０やコンタクト部４１）を形成する工程をさらに備えていてもよい。
【００６９】
　このような製造方法によれば、一様な高分子アクチュエータ膜２２Ｍを形成した後、レ
ーザ加工等による切断処理で複数の独立した可動片２２０を容易に製造することができる
。また、切断位置の設定によって可動片２２０の様々な形状に対応可能である。
【００７０】
　以上説明したように、実施形態によれば、カートリッジ２０の交換が容易にできるとと
もに、被駆動部１２を精度良く駆動することができるアクチュエータユニット１、高分子
アクチュエータ２２を備えたカートリッジ２０および高分子アクチュエータ２２の製造方
法を提供することが可能になる。
【００７１】
　なお、上記に本実施形態を説明したが、本発明はこれらの例に限定されるものではない
。例えば、本実施形態ではアクチュエータユニット１として点字デバイスの例を示したが
、点字デバイス以外であっても高分子アクチュエータ２２によって被駆動部１２を動かす
各種のデバイスに適用可能である。また、前述の実施形態に対して、当業者が適宜、構成
要素の追加、削除、設計変更を行ったものや、各実施形態の構成例の特徴を適宜組み合わ
せたものも、本発明の要旨を備えている限り、本発明の範囲に含有される。
【符号の説明】
【００７２】
１…アクチュエータユニット
１０…ユニット本体
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１１…筐体
１２…被駆動部
２０…カートリッジ
２０ａ…穴
２１…フレーム部
２２…高分子アクチュエータ
２２Ｍ…高分子アクチュエータ膜
２３…把持部
４０…コネクタ
４１…コンタクト部
４５…配線パターン
５０…受け側コネクタ
５１…押圧ピン
５２…コンタクトピン
６０…押圧機構
６１…押圧プレート
６２…ロック用爪
６３…プッシュ機構
７０…付勢機構
７１…押圧プレート
７２…押圧ピン
７３…コンタクトピン
１１０…収納部
１１５…ベース部
１１５ａ…位置決めピン
１１６…蓋部
１１８…突起部
１２０…開口部
２１０…フレーム部材
２１０ａ…切り欠き部
２１０ｂ…接着剤
２１１…上側フレーム部材
２１２…下側フレーム部材
２１５…補強板
２２０…可動片
Ｂ１…バネ
Ｂ２…バネ
Ｂ３…バネ
Ｐ…ピン
Ｒ…被駆動領域
Ｓ…可動領域
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